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ゾルゲル法は希土類をドープしたシリカガラスの作製方法として，比較的低温で均一な分散が

得られることから注目されている．これまでにわれわれは Eu と Al をドープしたゾルゲルガラス

を作製し，紫外光励起下で Eu
2+を起源とする強い青色の発光を観測した[1]．今回新たな発光中心

として，白色 LEDの黄色蛍光体などに用いられる Ceを Alとともにシリカガラス内にドープした

ところ，紫外線励起下で青色発光を得たので報告する． 

試料作成法は基本的に従来と同じである[1,2]．テトラメトキシシラン (TMOS) とジメチルホル

ムアミド (DMF) を混合した溶液中に，触媒を含む水・EtOH溶液を滴下した．多くの先行例では

触媒として塩酸を用いているが今回は硝酸を用いた．最終的なTMOSに対するモル比はDMF:H2O: 

EtOH = 2: 5.7 :1.8である．さらに Ce(NO3)3と Al(NO3)3の水和物を溶解させ，乾燥後，空気雰囲気

下 1050℃で約 2日間焼結を行った．Ceの濃度は Siに対して 0.1%，Alは 0.1，0.2，0.5，1.0，2.0%

のものを作製した．高 Al濃度の試料の一部に白濁が見られるものの、低濃度の試料は透明である．

試料に紫外光を照射したところ，すべての試料で青色発光を目視することができた．Fig.1 に蛍

光・励起スペクトルを示す．また，355nmの nsレーザ励起後の発光をストリークスコープによっ

て観測したところほぼ指数関数的な減衰が見られた（Fig.2）． 
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Figure 1. Excitation and emission spectra for Ce:Al:SiO2 

glass. 

Figure 2. Decay behavior of emission after excitation with 

pulsed laser and lifetime vs Al concentration..

 

発光は 400nm 近辺にピークがあり 100ns 弱の寿命を有することから，その起源は Ce
3+ の d-f 遷

移であると考えられる．Alを添加しない場合はほとんど発光が観測されず，Al濃度とともに発光

強度は増大するが，発光寿命はむしろ短くなる．このことは，シリカ中では Al によって Ce
3+

 が

安定化されることを示唆する． 
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